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　元国連事務次長　明石康先生の講義

　リーダー塾では、一流の講師の方から講義を受けました。講師
は、マレーシアのマハティール元首相や特定非営利法人国境な
き医師団日本会長の黒﨑伸子先生、ヴァイオリンドクターの中
澤宗幸先生などの各界を代表する方たちでした。どの講義も興
味深いものでした。講師の方の話を聞いて知識や視野が大きく
広がったと感じています。

　講義の後には90分にわたってクラス別のグループディスカッ
ションを行いました。他の塾生と議論することで、得た知識が定
着し、考えが深まりました。講義後に講師がディスカッションに加
わることもあり、とてもいい機会だったと思います。また、意見を
言う機会がたくさんあったので、相手に自分の考えを伝える力を
養うことができました。

ことの大切さを感じました。

　　　　ディスカッションの様子

　ハイスクール・サミットでは「高校生が考えるアジアの未来」と
いうテーマで、将来のアジアを見据え、高校生ならではの発想
で、今後アジアの国々がどのように協力して、よりよい世界をつ
くり上げていくか議論し、発表しました。僕たちの班では
①アジアで大規模な祭りを開催する
②高校生、大学生、社会人のためのテラスハウスを造る
③政治家の無人島生活 　アジア・ハイスクール・サミットの様子

という３つのプランを考えました。発表では大人では考えられな
いような面白いアイデアがたくさん出ていたので仲間と協力する

　日本の次世代リーダー養成塾とは、経済界や、地方自治体が
中心となって全国の志の高い高校生を対象に、日本だけでな
く、世界を舞台に挑戦する人財の育成を目指した2週間のサ
マースクールです。昨年10周年を迎え、これまでに1655人の卒
塾生を世に送り出しました。卒塾生は日本や世界各地で活躍し
始め、社会に貢献しています。
　今年のリーダー塾では、日本の高校生170人に加え、中国、韓
国、マレーシア、インドネシア、モンゴル、タイの6カ国から17人の
高校生が参加し、寝食を共にしました。
　リーダー塾では、日本や世界を代表する学者、経済人ら各界を代表する一流の25名の講師が
講義を行いました。そして、講義を踏まえ、90分にわたってクラス別のグループディスカッションを
行いました。また、塾の大きな取組の一つとして例年行っている「ハイスクール国会」を、今年は
アジアからの高校生を加え「アジア・ハイスクール・サミット」として行いました。
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たからです。

　今年初めてご講義いただいた中澤宗幸先生は、東日本大震
災の被災者の方々への鎮魂の思いを込めて“TSUNAMI　ヴァイ
オリン”を製作した世界的なヴァイオリンドクターです。
　このヴァイオリンは被災地の流木から作られました。ヴァイオリ
ンの中にあり、表板と裏板をつないでいる小さな柱には、奇跡の
一本松が使われています。

　映画の後には、「エンターテイメントの裏側」という演題で、李先生に講義をしていただきました。

　今回、日本の次世代リーダー養成塾に行って、多く
のことを感じました。

　7月29日(火)に名護屋城博物館ホールにて、講師である李鳳宇先生がプロデュースし、今年の9
月6日に全国公開される「イン・ザ・ヒーロー」を全国で初めてリーダー塾で見ることができました。
　「イン・ザ・ヒーロー」はアクション映画や特撮ヒーローものになくてはならない存在「スーツアク
ター」をスポットに当てた映画です。この映画を見てスーツアクターへの見方が変わり、これから
はスーツアクターの演技にも注目しようと思いました。

 中澤宗幸先生の講義の後には、世界的ヴァイオリニストの中澤
きみ子先生に、津波ヴァイオリンを演奏していただきました。ま
た、300歳のストラディバリウス「ダ・ヴィンチ」とのコラボ演奏もし
ていただきました。どちらのヴァイオリンもきれいな音色で、とて
も感動しました。

　3つ目は沢山の仲間に出会えてよかったということです。たった2週間という短い期間でしたが、
どの学生もいろいろな考えを持っていて、多くのことを学べたからです。また、協力することの大
切さを改めて感じました。
　この2週間は本当にあっという間に過ぎてしまいましたが、リーダー塾で出会った全国、アジア
の学生は今ではかけがえのない仲間です。この仲間たちと共に日本の将来を担うリーダーとして
活躍できるよう、これからの生活ではリーダー塾で学んだことを生かしていこうと思います。

　１つ目は英語を頑張らなければいけないということ
です。明石康先生の講義はすべて英語で、一つ一つ
の単語の意味はわかっても、全体の意味を理解する
ことができなかったからです。
　2つ目は知識・視野が広がったということです。2週
間の間、25名もの講師の方に講義をしていただき、
ディスカッションを行いました。それによりどのような
気持ちで活動しているのかが分かり、もっと頑張らなければいけないところを見つけることが出来


